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私達は現代のアルケミスト（錬金術師）:
新薬候補化合物,創薬研究に役立つ
新反応や触媒を設計・合成しています

Chemistry
Synthetic Medicinal Chemistry

研究課題
創薬や医療に資する新規機能性分子の精密有機合成
酵素触媒不斉合成法の開発
同位体標識化法の開発と生命現象解明への応用
有機分子触媒やバイオマスを活用した環境調和型分子変換の開発
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　医薬品の殆どは有機化合物です。また，生命現象は大小様々な有機化合物が関与する化学反応か
ら成り立っています。生命現象を分子レベルで考察し，そこから新しい医薬品候補化合物を創り出
す過程に於いて，化学者は極めて重要な役割を担っています。
　私達は有機化学を基盤として，新薬候補化合物，創薬・医療に役立つ高機能性有機
化合物，医薬品合成を加速する新規化学合成法や触媒などを創り出す研究を行って
います。詳しくは研究室のホームページをご覧ください⇒




